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本稿は平成元年9月7日、東京で行 なわれ た情 報知識学会 シ ンポジュウム
における招待講演の内容に加筆 したものである。
1.デ ータ ベー スの展開(歴 史)
表題 中の二 つの キ ー ワー ド 「デー タベ ース」 と 「情 報知識 学 」の それぞ れ にっいての考察 か
ら議 論 を始 めた い。 まず、 デ ータベー スは今 日まで に3つ の段 階を へて い るとい う見方 か ら始
めよ う。
1-1第1期(1960-1970)
この時期に、世界的規模で情報知識の流通改善の動 きが起 り、それ は先ず図書館の改革か
ら始 まり、計算機の導入に進んだ。英国のDainton卿を委員長 とす る図書館改革は、知識情
報の流通 を根本的にかつ広い視野で改革す る先達 となり、そのわ く組みは図書館の改革の指
標 となるものであ った。そこでは明 らかに図書 と学術雑誌の情報の流通を区別 していた。
B。stonSpaにLendingDivisinを設け、学術雑誌に重点を置いて中央図書館集書の理念で
情報知識の流通をはかろうとす るのがその基本的考え方であ った。
米国 も議会図書館(LC)が この時期 に図書館の改革をスター トさせた。 こちらは収蔵図
書の整理 に改革の主点があ り、それは図書館業務の改革であ った。 しか し、そのとき同時に
受け入れ(分 類整理)とLCMARCに よる内容の要旨の機械処理が含まれ、それは知識
の流通に画期的なインパ ク トを与え るもの となったのである。すなわち、 この時期に電子計
算機は既に顕著な進展を してお り、米国に顕著にその動 きが始まった。LCの ほか、図書館
業務の機械処理を進めるOCLCの サービスや学術論文の要 旨を機械処理をするアプス トラ
クツデータベースのサービスが始まった。医学情報のMEI)LERSや 化学情報のCASデ
ー タベースの構築 はそれである。すなわ ち情報処理に計算機を導入することが本格的に進ん
だのである。
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これ ら、上記の動向を反映 して、とくに科学技術情報の機械処理による流通をはか るため
科学技術情報セ ンターが世界の各地に設立されたの もこの時期であり、これは、既往の図書
館の線 と別に情報知識の流通の流れを生む ものであ った。両者の調整や、 さらに包括的、統
合的な ものをつ くることは、その後、ユネスコのPGIの ほか、世界の国々の個 々がそれ以
来 とり組まなければな らない課題 とな った。
1-2第II期(1970-・'1)
第II期は電子計算機の進歩が著 しく、その成果が直 ちにti1EDLERS,CASなどのデータベース
の構築のみな らず流通 に大 きな要素 となるに至 った時期である。IUPACの 中に化学情報
特別委員会が作 られたのは1972年で、CASが 文献情報か ら化合物情報を探 し出すCompound
generation,化合物名か らその構造をディスプレーするStructuregenerationを行なうシス
テムをつくったのが1974年である。これによ って、化学は電子計算機 による化合物設計を可
能にすることにな ったのであるが、それが実際化す るのは1970年の後半で74年のCASは
「CA」の製作を完全 に機械処理で実現 しえたことを誇示するにとどまっていた。 フランス
のDuBoisはほとん ど時期を同 じくして同 じ機能を もつDARCを 完成 した。後者はとくに数
値情報 とスペ ク トル情報の処理すなわち、オ ンライ ン計測の結果をデータベース化 し、それ
をオ ンライ ンベースで流通路に載せる所に特色をもち、 これは、実験 と文献情報知識 とを連
結するとい う意味で大 きな特色を もっ ものであった。 この点において東大はすでにTOOL
IRシステムをっ くって、それに附随 して実験室のNMRの 測定結果を、オ ンラインで解
析するシステムを作 ってお り、DuBoisのDARCを つ くったフランスは、我々を先導
試行 として大変高 く評価 して くれたのであった。
第H期 の もう一つの特長はCODATAの 活動が この時期に活発にな ったことである。前
記DuBoisのDARCは その一部だが、さらに英国のケ ンブ リッジ大学のx線 学者が、
構造データの機械処理をすすめ大きな貢献を果 し、今 日に及んでいる。 この時期の特長はX
線解析におけるデータ取得のように、高速大容量の計算機能力を必要とす るため情報のデー
タベース構築は、限 られた大型計算セ ンターしか寄与出来ない事情があったことである。 こ
れは大容量高速の計算機の進歩が、即、情報処理の進歩 となる性格を与えることとなった。
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もう一っの 特長 と しては、デー タベ ースの ネ ッ トワー ク構 築の努力が この 頃か ら始 ま った こ
と も記 されねば な らな い。そ して、 このデー タベースネ ッ トワー クが有効 に機 能す る上で化
学 で は化合物 のすべてが番号 に登録 された ことは大 きな意味 を もつ基盤整備 だ ったので ある。
これ によ って、文献情 報 もプア ク ト情報 も、 あるいは新 論文を載せ た学 術雑誌 と100年200年
の記録で あ るGmelinやBeilsteinの内容 が一緒 に利用 しうる こととなりSTNが これで可能
にな ったので あ る。
さ らに、デ ータベ ースの利用 に よる新 しい学術活動が この時期 に始 ま った こ とも注 意 され
りべ きであ ろ う。 フィラデル フ ィアで ガーフ ィール ドが始 め たICIは その例 であ る。
1-3第 皿期(1980-)
第皿期は第H期 の延長上の時期である。その特長は第1期 、第H期 に比較 して、その目標
が錯然たることである。第1期 には科学技術情報、 とくに論文書誌事項 と要旨の機械処理、
すなわち電子計算機の活用による流通の展開という明確な目標があった。また第II期にはデ
ータベースの連帯、すなわちネ ッ トワーク化という、これまた明確な目標があ った。 ところ
が、第皿期 にはこのような明確な目標をあげるのは困難である。勿論、機械処理の導入と展
開は依然 として進められている。 たとえば、学術の諸分野、いろいろなデ ィシプ リンの中で
それぞれが もっ情報知識のデータベース化が進んでいる(デ ータベース構築)。 また完成 さ
れた巨大なデータベースCAとBeilsteinなどの地球規模の連繋 もある(STN)。 あるい
は化合物の部分検索の実現、 日本語表示まで含む化合物辞書データベースの完成、これを基
礎とす る化合物設計、反応設計の実施など顕著な業績が上が っているのは事実である。 しか
し乍 らこれ らは錯然として展開していて、一括 した把握が出来ない。 この分散の状況が第1
期第II期の仕事 との根本的な違いである。すなわち、第皿期の仕事は専門に立地 しているの
である。 この ことの根本的特長は何か というと、情報学、情報知識学の応用が ディシプ リン
サイ ドによってなされているということに盆 きるであろう。すなわち、第 皿期は第1期 と第
H期に展開 してきた情報学に学術の伝統ディシプリンとが接触 した時期なのである。
さて、 ここで演者は考えをたて直 して見る必要を感ず る。専門伝統のデ ィシプ リンが、整
理 され、流通路に登載 された情報知識の応用をはか ることは大変結構なことで大いに推進さ
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れねばならない。 しか し、それ とは別に 「情報知識学」自体が一っの専門として立ち、アイ
デンテ ィティを確立す ることもまた必要なことである。 この シンポジウムがデータペースと
情報知識学 という表題で設け られ、情報知識学会が誕生 し、また 日本学術会議に情報学の研
究連絡委員会が生まれたということは、一っの専門分野 と して情報知識学が生れ、生長を始
めたといことな のであり、従 って今、その関係者は、情報知識学の内容を固め、振興をは
か らねばな らないのである。それについて以下に演者の考えを少 し述べさせて頂 く。
2.情報知識学
情報知識学 の内容 としては、専門ディシプ リンの分野に既に蓄積 された内容を整理 し、処理
体系を確立 して広 く情報知識の応用が出来 るようにする仕事が含まれることは先に述べた、 し
か し、それと別に情報知識の専門家がデ ィシプ リンと して学術活動をすることは別途に考えね
ばな らない。 その線 に沿って、どのよ うな活動があるか とい うと、情報の組織化のための用語
の整備、情報表現のための言語のホ ン訳などがまず、あげ られ る。そ して これについてはすで
に成果があるとい って よいであろう。 しか し、学術の一つの専門分野 としての成立のためには
さらに もう一歩具体的な体系的内容の構築が必要 と思われ る。
FIDの 理事会は1988年4月に 「情報知識」の組織化の上で考え るべき四っの対象 として次
をあげて いる。
1resource
2tool
3market
4educationandtraining
高等教育機 関におけるDepartmentの構i築には、まず4本 程度の主柱をたて、その柱 に沿 って
内容をつけるのが普通である。そこで演者はデ ィシプ リンとしての情報知識学の柱を何にする
かを議す ることが必要であると提議 したい。
今、か りに、FIDが あげた4っ の項目を採 り上げて もよい。 これか ら一応、情報知識学の
構築を果たす ことが出来よう。その場合、各項目に応 じた内容をつけるとこが実際の仕事であ
る。すなわち、 この各項 目の肉づけを、情報知識学の ファミリーの人 々が自らの 「分野の建設」
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の使命 として働 くことがなされねばならない。 これが現在の我 々にとって最 も必要とされるこ
とではないか と思、う。
情報知識学が以上で成立 したとして、ここで演者は、 もう一度、その基本性格について考え
てみたいと思 う。1-3で 述べたように、現在、情報学が立地 している場面は、一般化 と、個
別のデ ィシプ リンの接触面である。一般 というのは、データベ ースの形で整理 された情報知識
が地域や、分野を越えて利用 されるに至 ったことを指す もの とする。その方向に沿 う仕事は、
集中化であ り、大容量、高速の情報処理機能を必須の条件 とす るものであった。 ところが、現
時点では・情報知識 として求め られているものは、デ ィシプ リンの専門に立つ個別的な もので
あ り、それを 「一般化」のベク トルに沿 って整備 された リソースの中か ら掴み出すことが仕事
なのである。 これを実際に有効に行 うためには、個別的、専門的な自己の要求を整理 し、体系
化 し、すなわち、 自分に即 したローカルな4要 求"の データベースをつ くり、それを一般化 さ
れた情報知識の リソースにマ ッチさせて個別的、専門的な自分だけに有用な情報知識を形づ く
る作業が必要なのである。 くり返 していうと、第1期 、第II期の情報知識の整理の流れを一般
化の方向 とす るならば、 このベク トルに対 し、反対のベ ク トルがあり、それは専門に立地 した
情報処理なのである。この二つの相反対する流れの接触面が第IH期なのであると見 られる。
従 って、専門に立地 した情報処理は、分散的であり個別的である。断 ってお くが、近年盛ん
にいわれて いる専門分野毎のデータベース構築は、今迄の議論の上でいうと 「一般化」の流れ
に属する作業で、反対ベ ク トルの仕事の中の ことではない。また、情報検索の業務、サーチ ャ
ー とい うの も、 「一般化」の路線の先端 にいる人であ り、これ も反対ベ ク トルの中に入 らない。
専門、デ ィシプ リンの側に属 して、その分野のニーズを知 り、そ して、一般化 された 「情報
知識べ一ス」の活用をな し得る人そ ういう人が第HI期の現在はもとより、今後 も必要とされる
情報知識学の専門家であろう。
情報知識学の柱の中にこれを採 り上げるとすればそれはET .す なわち 「教育訓練」であろ
う。具体的に既在の専門分科の分れる前、すなわち一般教養のあとの専門基礎の段階に 「一般
化」 された 「情報知識べ一スの利用」のカ リキュラムを設けること、大学院の修士 レペルのカ
リキュラムに・現在・各種の機器分析の コースが導入 されているの と同様に、その専門分科に
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即 した情報知識データベースの利用法、要すれば自分用のデータベースの構築法を身にっけ さ
せる教科を設けること、 これが情報知識学 という専門分野が構築 目標 とするカ リキュラムとな
るのではないかと思 う。そ して、社会人教育の レベルについて も全 く同様の ことが構想 され る
のである。演者はこれを、新 しい時代のゲー トキーパーの登場 とよぶ ことに し、社会がその必
要性 を認識 して くれることを求めているものであり、今年ll月にはその国際研修会を行 うこと
を予定 して い る。
3.情報知識学のテーマ:新 安全学
専門のデ ィシプリン、すなわち一つの分科 として学術の分野が存在す るには、その分科が 自
らの分野の活動の 目標をもたねばな らない。研究対象を もつことである。 その目標と して演者
は、 「新安全学 」をここで提案 したい。
近代社会の科学技術の進展に伴 って、人間活動の安全は人類の将来まで左右する状況にある。
ところで、エネルギー、化学(物 質)、 構造、輸送のそれぞれは、現在 自己の最善をっ くして、
それぞれの関わ る対象の安全を図っている。 しか し現実 には、その上 にもなお安全をはか らね
ばならないのである。それには、現在ある個々の安全の努力を超えて、さらにその上の安全を
追求 しなければな らないのである。 ここに情報知識学の出番がある。個々の分野を超 えた専門
としての情報知識学の活動分野があるのである。 そこで、仮称として 「新安全学」を演者は情
報知識学のテーマとして提唱す るのである。
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